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年間テーマ

○当事者の思いを大切
にし、ライフステージ
にあった支援を考え
る。
○生涯を応援するネッ
トワークを模索する。

○「届けよう当事者の声、つなげよ
う支援の輪」
～それぞれの職種の連絡会をつなげ
よう～
○上記テーマを元に交流会を行いつ
つ、各交流会、地域からあがった
「つぶやき」を元に取り組みを行
う。

○地域と要援護者を結びつ
ける防災ネットワーク作り

○地域のニーズを拾い上
げ、課題を解決するための
ネットワーク作り

住み続けたい西区にな
るために

○お互いの役割を知り、
連携を深めよう
○地域のネットワークを
拡げよう（支援学級、支
援学校との連携をより深
めよう）
○相談支援や地域生活に
おける課題をともに考え
よう

○啓発：北区域交流
まつり２０１５に参
加し、市民啓発を行
う
○発達障害について
学ぶ

地域とつながる自立支
援協議会
～障害理解のある美原
を目指す～

その他
（成果物

等）

〇社会資源集 ○「きたきてまっぷ
～北区作業所まっぷ
～」

○障害理解についてイ
ンタビュー（配布物・
パネル）

平成27年度各区活動概要（案）

○4月～9月、高齢機
関との連携についてグ
ループで議論を行い、
障害福祉サービスから
介護保健移行について
（65歳問題）情報共
有を目的とした研修会
「支援者交流会～切れ
目のない支援を目指し
て～」を11月20日に
開催する。
○４月～9月、障害児
の相談支援についてグ
ループで議論を行い、
教育・福祉における教
育支援計画と個別の支
援計画の情報共有を目
的とした研修会「障害
児のシームレスな支援
を目指して～教育と福
祉の垣根をこえて～」
を12月18日に開催す
る。
○10月以降、グルー
プ別に、2つのテーマ
（本人家族の分離に向
けた取り組みについ
て・支援にむすびつか
ない人）について議論
を継続している状況。

○定例会議
・こども相談所と「虐待対応について」
意見交換。（26年度の積み残し課題）
・「当事者活動を知ろう」をテーマにＨ
Ｃ、社協、こころ、参加機関の取組み、
社会資源の共有。
・各機関の災害時の体制、取り組みなど
意見交換。
・「卒業を迎える児童への支援」をテー
マに泉北支援学校と意見交換。
○指定相談交流会
・「発達障害について理解を深める」を
目的で①アプリコットより講義形式で研
修開催。②交流会内で事例を用いて勉強
会。
・難病について「医療と福祉の連携」を
テーマに長期療養型病院のDrを招いて
講義、相談事業所、訪問看護事業所も交
えた座談会、ＧＷ形式で研修開催。
・放課後等デイとの交流会：2回
①事業所同士の紹介、ＧＷ。
②指定相談と放課後等デイの連携を事例
を通して考える。ＧＷ。
○作業所交流会
＜４つのワーキンググループ＞
・ナカナカマネットワークＧ
役所内にて年3回自主製品販売。販路拡
大、地域啓発の為の校区福祉委員会への
アピール。ポスターの作製。販売につい
てのルールを作成。中区フェスタへの参
加。
・事業所見学情報共有Ｇ
作業所見学ツアー、作業所紹介冊子作
成。
・当事者交流Ｇ
当事者交流会開催
・援助技術向上Ｇ
研修2回開催。①更生相談所、ベルデさ
かいからＰＴを招き、「適正な補装具の
選定についてテーマ」で講義、作業所内
での介助での困りごと等ＧＷ。
②ベルデさかいからＰＴを招き、効果的
な介助の方法（腰痛対策）講義。

○防災の取組み
・作業所の避難訓練
・当事者部会との交流
（東区の取組み報告、意
見交換）
・避難所運営アドバイザ
リー事業
・区民まつり（防災クイ
ズ、防災グッズの展示
等）
・しらさぎ・えると合同
まつり（非常食の試食、
防災グッズの展示、新聞
紙スリッパ作り体験等）

○地域の課題とつながり
・高齢者関係機関との情
報交換会（協働型・共生
型の地域資源の開発につ
いて）
・地域活動担い手交流会
（協議会の周知と地域の
課題収集、年2回）
・美原区協議会との交流
会（地域性、活動内容、
啓発について意見交換）
・事例検討（障害児の支
援体制について意見交
換）

〇市域向け研修『障害
者自立支援協議会と
は』を開催（4/23)〇
事例検討「大事な視点
～なぜ私の想いが伝わ
らないのだろうか…
～」を開催（7/23)〇
討論会「大事な視点～
それって本当に私たち
のため?～(11/27）
〇年間を通じて「西区
ヘルパー交流会」（６
/１７・1/2７）およ
び世話人会を開催。
〇西区民生委員児童委
員協議会障害者福祉委
員会研修会への協力。
(12/17)西区民生委
員児童委員会協議会会
長を講師に招き『民生
委員活動について』
『障害者を支える相談
支援体制について』
〇年間を通じて、「西
区で使える社会資源」
に関する情報収集及び
利用報告。2月までの
情報で更新作業を行
う。

主な
活動内容

○ネットワーク研修会
（『堺市難病患者支援セ
ンター』『視覚・聴覚障
害者センター』『すてっ
ぷ・堺』の業務内容紹介
6月）
○事業所見学会（児童心
理治療施設『あゆみの
丘』11月）
○事業所向け精神研修
（講師：『南保健セン
ター』 2月）
○ワーキンググループ
①「府営住宅の移転を考
えるグループ」
・府住宅整備課担当者よ
り泉北ニュータウン移転
建替事業についての説明
・地域の現状と課題につ
いてのワークショップ
・三原台住宅フィールド
ワーク
・府、民生委員会、協議
会メンバーによる共同会
議の実施
②「支援学校、支援学校
との連携グループ」
・初等教育研修会特別支
援教育部会での福祉サー
ビス等の説明
・中等教育研修会特別支
援関連で、福祉専門機関
の説明および意見交換
・南区内の小中学校コー
ディネーターに対して、
福祉サービスについての
アンケート実施

○北区域交流まつり
に参加に向けて、啓
発物準備。まつり当
日には啓発活動の実
施。
○「きたきてまっぷ
～北区作業所まっぷ
～」の作成。完成し
た物を作業所・協議
会構成機関等に配布
し、社会資源の啓発
を実施。
○発達障害について
ワーキングの開催
・基礎研修（６月）
・事例紹介（８月）
・施設見学（10月）
・当事者グループと
の交流会（12月）

【会議運営】
・定例会の内、年３回全
体会
・取り組みを前期「障害
理解について」後期「児
童について」と分け開催
（専門機関は内容に応じ
参加）
【取り組み内容】
〇美原での障害理解につ
いてインタビュー開催
（地域の事業所と美原で
働いている当事者に聞き
取り）
⇒配布物作成（すこやか
フェスタ、当事者交流会
等配布）
⇒小学生向けパネル作成
（合理的配慮についての
説明も加え）
〇すこやかフェスタ（地
域のまつり）に参加。小
学生に向けた障害理解へ
の啓発。（障害体験や当
事者による点字・手話講
座、配布物、パネル展示
等）
〇当事者・家族団体交流
会開催
〇児童について
事例検討会、意見交換
会、西浦支援学校見学
〇風の広場授産製品販売
会運営
〇高齢分野との合同勉強
会
〇東区協議会との交流


